
 1 / 2 
 

第 33 期海外情報連絡会 第 2 回運営小委員会議事録 

 

1. 日時 2011 年 7 月 5 日(火) 10:00～12:00 

2. 場所 日本原子力発電(株)本店 1 階第 8 会議室 

3. 出席者 剱田連絡会長、寺井副連絡会長、沢会計幹事、川田委員、廣瀬委員、師岡委員 

 黒田委員、須田委員 

 議事録作成：植松庶務幹事 

4. 議題 

(1) 第 1 回運営小委員会議事録確認及びホームページ掲載について 

(2) 「原子力安全」調査専門委員会緊急シンポジウムの ANS への報告について 

(3) 第 1 回海外情報連絡会講演会について 

(4) 海外情報連絡会規約の改定 

(5) 海外情報連絡会内規の制定 

(6) 2011 年秋の大会 企画セッションについて 

(7) 会報第 36 号について 

5. 審議内容 

(1) 第 1 回運営小委員会議事録確認及びホームページ掲載について 

本委員会にて第 1 回運営小委員会議事録を確認。ホームページに掲載することで了承した。 

(2) 「原子力安全」調査専門委員会緊急シンポジウムの ANS への報告について 

庶務幹事より、平成 23 年 5 月 21 日(土)13:30～17:20 に東京都市センターホテルにて開催された「緊急

シンポジウム」について参加報告があった。中立的立場にある原子力専門家の見解として、今後も定期

的なシンポジウム実施並びに声明発表が重要であるとの結論が得られた。これを受け、2011 年秋の大会

の初日 9 月 19 日(月)に「特別シンポジウム」が実施される。 

ANS への報告としては、国際活動委員会（次回 8 月 31 日(水)開催予定）における対応状況を確認し、

海外情報連絡会としての対応を検討する。 

(3) 第 1 回海外情報連絡会講演会について 

庶務幹事より、講師として在日フランス大使館コルディエ原子力参事官よりご講演いただくことを快諾

いただき、第 1 回講演会を 7 月 28 日(木)に実施することが決定した旨の報告があった。講演会場は日立

GE 社殿会議室を使用させていただくことになった。講演会案内は、海外情報連絡会 ML に優先的にご

案内したのち原子力学会 ML にて広くご案内することとした。今後、講演会の諸準備を実施する。 

(4) 海外情報連絡会規約の改定 

庶務幹事より、第 6 条の運営小委員会における運営委員人数に関する記載に関する規約改定(案)が提示

され、運営小委員会にて了承した。本件は、2011 年秋の大会 9 月 22 日(木)に開催される第 45 回全体会

議にお諮りする。なお全体総会の承認が得られた場合、部会等運営委員会及び理事会にお諮りする。 

(5) 海外情報連絡会内規の作成 

浜崎委員作成の運営委員選挙に関する内規(案)が庶務幹事より提示された。内規記載内容を簡素化する

こととし、次回運営小委員会にて改めて内規(案)を審議することとした。本件は、2011 年秋の大会 9 月

22 日(木)に開催される第 45 回全体会議にて経過報告し、第 46 回全体会議にてお諮りすべく準備を進め

ることとした。 

(6) 2011 年秋の大会 企画セッションについて 
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庶務幹事より、企画セッション（第 2 回海外情報講演会）日程が 9 月 22 日(木) 13:00～14:30 に決定し

たことが報告された。今後、準備事項、役割分担等を適宜確認し準備作業を実施する。 

(7) 会報第 36 号について 

庶務幹事より、会報第 36 号(案)が紹介され、内容につき運営小委員会にておおむねの了解を得た。今後、

運営小委員会にて出されたコメントを反映し改訂する。会報第 36 号(案)改訂版は 9 月 6 日(火)に開催予

定の次回小運営委員会にて確認し、同小委員会にて了承が得られた場合は、2011年秋の大会9月22日(木)

に開催される第 45 回全体会議にて紹介する。 

(8) その他 

第 32 期海外情報連絡会では、2011 年春の年会（福井大学）の企画セッション（第 4 回講演会）におい

て、三又（元）原子力政策課長（現 情報政策課長）にご講演をいただくこととなっていたが、東日本

大震災の影響による春の年会の中止に伴い実施できなかった。ご講演が中止となったことに鑑み、2012

年春の年会（福井大学、2012 年 3 月 19 日～21 日）において改めてご講演いただけないか、お伺いする

こととした。 

※ 2011 年 9 月現在、三又（元）原子力政策課長（現 情報政策課長）は、商務情報政策

局に異動されていることから、本件については改めて次回運営小委員会にて審議する。 

 

以 上 

 


